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デイサービスセンター心交苑で 

“ 新 年 会 ”が盛大に開催!! 
大紀町デイサービスセンター「心交苑」では、大紀町にお住まいの老人の方と障がい者の方を

対象に通所による介護サービス（デイサービス）を提供しています。 
この事業は、バスによる送迎により入浴、食事、創作活動など地域の方々との交流を通じて心

と身体の機能の向上と家族の負担軽減を目指します。 
初めての方には、１日 食事代 ５００円で利用体験ができます。 

心交苑では、毎年、年の初めに地域の皆様との

ふれあいを目的に「新年会」を開催しております。

今年は、去る１月１８日（月）午前１０時より

大紀町デイサービスセンター「心交苑」において、

平成２２年の新年会が、開催されました。 
参加者の中には、デイサービスの体験をされる

方もあり、スタッフを含め、全体で１３３名の参

加がありました。 
新年会では、大紀町社会福祉協議会 谷口善彦副

会長の開会の挨拶に続き、さつき会による大正琴

の演奏、大宮地区民生委員児童委員の皆様による 
１ケ月前より準備を重ねた恒例の寸劇（ねずみのすもう）の披露や、秈山会（せんざんかい）に

よる日本民謡で、午前中の行事が終了しました。 

午後からは、大紀町社会福祉協議会会長の谷口友見町長の挨拶ののち、大紀町文化協会による

日本舞踊、小太鼓、マジックが行われ、日本舞踊 

では「大紀町四季の歌」の踊りが披露され、真新 

しい揃いの着物姿に圧倒される場面もありました。 

マジックでは、テーブルが空を飛んだり、お金 

がたくさん湧き出でる場面もあり、マジックの種 

明かしでは、会場の皆さんの笑顔で埋め尽くされ 

ました。 

最後に、民生委員児童委員の皆様方により餅ま 

きが行われ、会場の参加者、お一人お一人に御餅 

を手渡しで振舞われ、楽しい１日を過ごしました。 
 

～ デイサービス利用に関するお問合せは ～ 
 

大紀町デイサービスセンター「心交苑」 電話 ８３ - ２１６４ まで 

 ２ ０ １ ０ ． ３  発 行         T a i k i  T o w n  C o u n c i l  o f  S o c i a l  W e l f a r e 

第１１号
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高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

研
修
会
の
開
催

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
の
開
催 

主
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

     

大
紀
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
七
保
地
区
に
あ
る
大
紀
町
野

添
の
町
社
会
福
祉
協
議
会
心
交
苑
に

事
務
所
を
有
し
、
職
員
四
名
（
総
合

相
談
・
支
援
専
門
員
一
名
・
看
護
師

一
名
・
介
護
支
援
専
門
員
二
名
）
で

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
     

  
 大

紀
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
地
域

の
身
近
な
高
齢
者
相
談
の
窓
口
と
し

て
福
祉
・
保
健
・
介
護
保
険
等
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
所
で
き
な
い

場
合
は
、
電
話 

相
談
や
、
ご
自 

宅
で
の
訪
問
相 

談
も
行
っ
て
い 

ま
す
。 

        

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

介
護
保
険
や
町
で
行
っ
て
い
る
福

祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
案
内 

 
○ 
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
車
い

す
等
の
福
祉
用
具
・
用
品
の
選
定
、
老

人
ホ
ー
ム
等
へ
の
施
設
入
所
の
相
談 

 

○ 

高
齢
者
や
家
族
、
地
域
住
民
か
ら
の

総
合
的
な
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相

談
、
支
援 

 

○ 

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
（
介

護
予
防
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

 

○ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

 

○ 

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や

地
域
福
祉
権
利
擁
護
、
成
年
後
見
制
度

利
用
に
関
す
る
相
談 

 

そ
の
他
、
高
齢
者
の
健
康
や
介
護
予

防
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
下
さ
い 

  
 

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
見
い

出
し
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぎ
、
継
続
的

な
見
守
り
や
更
な
る
問
題
の
発
生
の
防

止
を
図
り
、
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
勧
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
会
を
昨
年
七
月
二
十
八
日

（
火
）
阿
曽
公
民
館
に
お
い
て
「
高
齢

者
に
多
い
病
気
と
事
故 

そ
の
対
処
法
」

と
題
し
、
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
に

よ
る
講
演
と
救
急
法
の
講
習
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
去
る
二
月
十
六
日
（
火
）
に

は
大
台
警
察
署
よ
り
第
一
部
と
し
て

「
振
り
込
め
詐
欺
等
高
齢
者
を
取
り
巻

く
地
域
の
防
犯
に
つ
い
て
」
大
台
警
察

署
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
社
協
職

員
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
の
寸
劇
で
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
第
二
部
で
は
「
高
齢
者
が
狙

わ
れ
や
す
い
悪
質
商
法
と
見
守
り
の
視

点
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
全
国
消
費

生
活
相
談
員
協
会
よ
り
ご
講
演
を
頂
き
、

お
忙
し
い
中
、
大
勢
の
方
々
の
ご
出
席

を
賜
り
ま
し
た
。 

 

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
熱

心
に
ご
聴
講
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

大
紀
町
及
び
近
隣
の
介
護
施
設
（
八

施
設
）
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
職
員
に

よ
り
各
施
設
の
情
報
交
換
、
研
修
を
年

四
回
程
度
開
催
し
、
高
齢
者
に
対
し
て

あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
、
継
続
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
後
方
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

                 【
相
談
等
お
問
合
せ
先
】 

大
紀
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

大
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
心
交
苑
内

大
紀
町
野
添
八
八
七
‐
七 

電 

話 
 

八
三 - 

七
五
四
一 

 

大
紀
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー の

ご
案
内

1 月 19 日 阿曽公民館で開催のケアマネ会議
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大
紀
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
各

地
区
の
担
当
の
民
生
委
員
（
大
宮
地
区

二
十
一
名
・
紀
勢
地
区
十
五
名
・
大
内

山
地
区
七
名
・
計
四
十
三
名
）
に
よ
り
、

各
地
区
の
住
民
の
方
々
に
民
生
委
員

児
童
委
員
の
担
当
者
の
周
知
を
行
う

事
を
目
的
に
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

を
各
地
区
で
展
開
い
た
し
ま
し
た
。 

 

大
内
山
地
区
で
は
、
昨
年
十
月
二
十

八
日
（
水
）
に
川
口
地
区
。
十
一
月
六

日
（
金
）
米
ケ
谷
地
区
。
十
一
月
十
七

日
（
火
）
間
弓
第
一
地
区
。
十
二
月
十

五
日
（
火
）
駒
地
区
。
十
二
月
十
七
日

（
木
）
間
弓
第
二
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
大
内
山
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
七
名
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
約
四
十
名
の
地

域
の
方
々
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

大
内
山
地
区
の
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
、
四
地
区
、
五
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
団
体
が
、
地
域
の
公
民
館
を
活

用
し
て
、
地
域
の
交
流
と
広
域
消
防
組

合
等
の
職
員
を
講
師
に
、
お
招
き
し
地

震
、
風
水
害
等
の
災
害
に
迅
速
に
対
処

す
る
講
演
会
や
、
健
康
体
操
を
行
っ
た

り
、
地
域
の
住
民
が
知
恵
を
絞
っ
て
自

分
の
地
域
は
、
自
分
で
守
る
と
言
っ
た

互
助
精
神
で
、
各
団
体
ご
と
に
年
二
回 

     以
上
、
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
回
の
参
加
者
は
、
約
四
十
名
で
す
。 

 

紀
勢
地
区
（
錦
地
区
）
で
は
、
本
年
一

月
十
四
日
（
木
）
錦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
ラ
ン
チ
ク
ラ
ブ
が
開
催
さ
れ
、

錦
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
様

方
と
参
加
者
の
皆
様
方
が
、
交
流
を
致
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
町
保
健
師
に
よ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
二
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、
長
い
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
円
形
の
円
盤

を
互
い
に
三
回
投
げ
、
得
点
を
競
う
、
シ

ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
で
、
楽
し
い
、
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

紀
勢
地
区
（
柏
崎
地
区
）
で
は
、
二
月

十
六
日
（
火
）
紀
勢
児
童
館
で
、
十
八
日

（
木
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、
柏

崎
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
サ
ロ
ン

事
業
で
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業
を
開
催

致
し
ま
し
た
。 

 

ラ
ン
チ
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
紀
勢
地
区
在

住
の
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
短
期
入
所

生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
、
通
所

介
護
及
び
通
所
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
以
外
の
方
で
、
昼
食
会
を
含
む
場

合
は
、
一
名
あ
た
り
、
三
〇
〇
円
を
負
担

す
る
も
の
で
、
町
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ

エ
ッ
ク
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
月
二

回
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

錦
地
区
で
開
催
さ
れ
、
一
回
の
参
加
者
は
、

約
二
十
名
で
す
。 

 

サ
ロ
ン
事
業
は
、
柏
崎
地
区
の
第
一
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
第
五
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
方
々
に
よ
り
、
月
二
回
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
紀
勢
児
童
館
、
三
ケ
野

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
柏
野
セ
ン
タ
ー
、

等
で
町
保
健
師
と
社
協
職
員
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。 

一
回
の
参
加
者
は
、
約
四
十
名
で
す
。 

今
年
は
、
対
象
者
の
方
々
に
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
交
通
安
全
等
の
講
和

で
、
啓
蒙
活
動
が
充
実
し
ま
し
た
。 

                  
 

大
宮
地
区
で
は
、
本
年
一
月
十
八
日

（
月
）
大
紀
町
社
会
福
祉
協
議
会
大
宮
支

所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
心
交
苑
」 

で
新
年
会
の
事
業
と
合
わ
せ
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
の
中
で
、
地
元
の
七
保
小
学

校
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
秋
に
収
穫
し
た
、

も
ち
米
を
心
交
苑
に
頂
い
た
も
の
を
毎

年
、
前
日
に
大
宮
地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
の
方
々
が
餅
を
つ
い
て
、
餅
ま
き
の

準
備
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
余
興
と
し
て
、
大
宮
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
の
皆
様
で
、
毎
年
寸
劇

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
、
地
域
と

の
繋
が
り
と
、
委
員
同
士
の
団
結
力
を
深

め
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

今
後
共
、
大
紀
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。 

             

新年会での大宮地区民生委員児童委員の寸劇の様子 

錦ランチクラブでの民生委員児童委員の皆様

大
紀
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
よ
る 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業
の
開
催
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次の皆様から、善意のご寄付をいただきました。 

（平成 21 年 12 月 17 日～平成 22 年 2 月 28 日まで受領分〔順不同〕） 

[紀勢地区] 西 村  勝 徳  様 弐 萬 円 大 西  禮 二  様 弐 萬 円

 小 倉  信 男  様 弐 萬 円 楠 本 満 利 様 弐 萬 円

[大内山地区] 喜畑 耕太郎 様 壱 拾 萬 円   
 

・ 大宮ゴルフクラブ 様 九千八百六拾弐円   ・ 錦 六十一歳厄年一同 様 参萬円 

・ 柏木印刷 様 壱萬円            ・ 錦 四十二歳厄年一同 様 壱萬円 

・ 大紀町商工会女性部 様 雑巾、お菓子、洗剤 ・ 錦 二十五歳厄年一同 様 壱萬円 

・ 三重県中古自動車販売協会 様 車いす１台  ・（財）吉田福祉基金 様 車いす 5 台 

社会福祉法人大紀町社会福祉協議会 

【本所・紀勢支所】 紀勢保健センター内 
錦 736―7 ℡７３－３２２７／Fax７３－２２７８ 

【大宮支所】 大宮老人福祉センター内 
野添 887―7 ℡８３－２１６４／Fax８３－２１６５ 

【大内山支所】 大内山健康福祉センター内 
大内山 861―1 ℡７２－４８００／Fax７２－２０７９

【大紀町地域包括支援センター】 
 野添 887-7（大宮老人福祉センター内） 
 

  ℡８３－７５４１／Fax８３－７５４３ 

【大紀町ケアプランセンター】 
 滝原 1030-1（滝原公民館内） 
 

  ℡８４－８８５０／Fax８４－８２２０ 

【大紀町ホームヘルパーステーション】 
崎 260（大紀町役場 柏崎支所 隣）  
 

℡ ７４－２６２５／Fax７４－２６２６ 

たいき福祉データ 
★ 人  口  １０,３５２  人 
★ 世 帯 数  ４,２８６ 世帯 
★ 18 歳以下の人口   １,３３７ 人 
★ 65 歳以上の人口   ３,９１３ 人 
★ 高 齢 化 率    ３７.８０  ％ 
 

（平成 22 年 1 月末現在 役場調べ）

 
 

福祉サービスの質の向上と介護人材の定着や雇用安定化を図る目的として、ホームヘルパー２級

の資格取得に必要な費用の一部を助成します。 
 

この事業の対象者は、大紀町に住所を有する３０歳から５５歳までの方で、資格取得後、大紀町

社会福祉協議会に雇用される登録ヘルパーとして、概ね２年間で１００時間以上勤務することがで

きる方です。助成対象となる経費は、訪問介護養成研修２級課程の受講料及び交通費といたします。

助成金の額は受講料及び交通費等の一部とし、１人当たり２０,０００円から４５,０００円までの範

囲で助成致します。 
 

【助成金の申込み】 助成金の交付を受けようとする者は、受講終了後３０日以内にホームヘルパ

ー資格取得支援事業助成金交付申請書（第１号様式）に修了証明書の写しを添

えて申請。 
 

【助成金の支払】 申請書類を審査のうえ適当と認めた場合は、申請を受けた日から 
３０日以内に申請者に対して助成金をお支払い致します。 

 

【問い合わせ先】 大紀町社会福祉協議会事務局 本所（錦）  電話 ７３－３２２７ 

 福祉機器在庫数 
 

社協では、介護保険福祉用具貸付対象外の

方へ、車いすや介護ベッド等の福祉機器の貸

し出しを行っています。利用希望の場合は、

左記各事業所まで、お問合せ下さい。 
 

★ 介護ベッド（手動式）   ４台 

★ 車いす（自走用）    １９台 

★ 車いす（介助用）     ６台 
 

（平成 22 年 2 月末現在）

 


